
昭和５１年２月２５日第三種郵便物認可（毎週２回月曜・金曜発行）

昭和５４午７月１６日発行S SKO　通巻３７０号

一総会特集

　　　全国露顕病友の会築6臓会

　　‘　　　　，￥　　ｒ　　　　　吋．
　　　　　　　　　　　　　　ｙ

　　　《吻　　　　　　　　　　／　ｊ　　｀　　　ｚ　ｓ゛

．，．

･

……
踊鰯

　　　　　　　　‐揃謳誤覇

　　　別種

--

　進租　り　は安来山　　六会東恵
　行談三満部賓県出回館京　ま　昭　　　～-

　し　と　時員　役二　に席応ホ飾れ和　　　g珊

　盛生聞の員名亘者会１町快五　　六

　会活　｀熱一　｀　る　は　がﾉﾚ⌒１十　　回

　で相応気二顧会北開　で園ぃ　四　　　ｚ

　あ読会に名　問員は催全電風年　　　総

　っの　｀温での　・　北　さ　国四薫六　　　乙

　た順記れ　｀先家海れ膠谷る　月　　　匹
　・序念　ヽ会生族道心原駅土二　　開

　　に講午場方－か　゜病前哨　日　　　催

　　漂浪後天七二　ら　　友゛日　｀

　　り　｀－ホ名○西　　の　・　の好　　　さ

　　な医時　Ｉ　｀名‘1　　会主午晴　　る

　　く　療　よﾉﾚ本　｀岡　　第婦後　に

ﾉ]椋]|

Ｎ０．４１

　　　　　　編　　　　全集

　　　　国具

〒158
｡パ　膠

4£示
話都９世　原

二田
｜　谷七区　病

○瀬

○田１　５　友

六　｜

024八　｜　の

三19
　　　　会

五四　　　　三　　　　　　　　　　　　　　二ー

｀｀　　　　｀　出向㈹旧約㈲叫　臼口日｀｀

閉医　　．記　　｀｀｀　ゝ　ゝ　ゝ　ゝ告　｀｀　｀聡開

　療。　鏝念。要本来来事昭昭　昭第運会会　　総

会相休順近講休望部貴賓務和和　和五営　。

⌒談　天の演　事｀祝と局五五　五回委　午　　会
午・憩堂膠　憩項支辞顧報十十　十総員　後

後生゛大原　｀゛決部と問告四四　三会代　一　　次

四活　学病　　議役祝の　年年　年以表　時

時相　教治　　　　飯電先　度度　産後挨　゛　　第

゛談　授療　　　　紹妓生　収活　収の拶

　　　　　Ｌ　　　　介露力　支動　支活

　　　　塩　　　　　　　０　予方　決動

　　　　川　　　　　　　紹　算針　算経

　　　　優　　　　　　　介　案　　報道

　　　　一　　　　　　　　　　　　告報

　　　　先　　　　　　　　　　　　　　　と告

　　　　生　　　　　　　　　　　　　　　監

　　　　　　　　　　　　　　　　　査
　　　　　　　　　　　　　　　　　報

－１



同本本　、．全会　、．　　　東　東　　聖横埼国同順　　　、．
　部部　当　国国　当　会。京。京だ。，浜ｮE立　天　　　当
　運事　日　難患　　　　の総中生都だ以り市医病　堂　　　　日
　営務　　病者　日　会会央活立ぃ上ア立科院　大　　　／
　委局　出　団団　の　計の大相墨だのン大大医　学　　　御

　貫長　客体休　　　監司通読東゛先゛学学療　　　　　　出
　、　Ｊ　連連　来　査会会を病　生医　　セ
東埼　　の　結締　＿　をを　担院　方科　　ン　　　　　席
京玉　　友協協　貰　ぉヽし　当　　に大　　タ　　　　　　の

支県　　　　議議　⌒　願て　し　　医学　　　｜部支　　の　会合　略　ぃぃ　1:　　療　　　　　　　　先顧
民部　　心．　　　　敬　した金ぃ高　相水谷鈴横橋塩　⌒生聞
　長　　荒　小山　称　ｔだ井だ山　談島　木張本川　照　　ｇ
　　　　役柿本　゛　ぃぃ　だ敏　を　賢輝龍博優　敵方の
宮森寺　口　孟洋　　　　るだ昭ぃ雄　担裕治彦一皮一　代
田田山　貝　史二　　　　゛｀　た　　当
保かゑ　　　　　　　　　　尚　゛　　し　　　　　　　　頃
蔵よみ　　　　　　　　　友　　　　　て　　　　　　　　不
　子　　　　　　　　　　　　の　　　　　ぃ　　　　　　　　葱

ｰ淵
…

…
1ﾆ1'Ilj………|1同同同

]

っＪ皿
表り応老後　まく○は一がし的のに　会しのり国
し上えををこす世○沖六≒

たげ地表得の　゜間名繩六年゜し織し友のげ顧し厄日　　　　ぶ
いら道しま間　にとに名々発てをむの方ま問だ病こ　　　呂
とれなたし｀　知友亘を増足発高患金々すｏ°友こ　　　委
存た努いた友　らっむ算加当足め者は有゜先御のに　　　　ｇ，
じ先力とこの　れて　｀えし時し明同昭難又生多会皆　　　貝
ま輩を存と会　つ訟九　｀　｀のてる志和う病力用のさ　　　　ｲ允
す役桓じに顧　つり支今五金かいが四ごを　｀中継ま
゜員みまは問　あま部日十員ら療互十ざ押来を会の　　　表

　の上す言の　るすをで三は早養に六いし慨御を御　　　挨
　方げ゜葉先　も　゜持は年僅く生励年まての出開協　富　　くく　々友又に生　ｏこち北欧かも活ま六し出方席催力　　　拶

　にの会尽力　とれ　｀は中に九をし月だ席々下でに　田
　深会員くｏ　御は金北の四年送合｀゜さにさきよ
　甚ののせ絶　同友員海新○目るっ同　れ厚いるわ　保
　た今励ぬ大　慶のは道入名にこてじ　たくまこ第
　敬日ま感念　に会約か会で入と膠膠　多御しと六　蔵
　老をし謝御　存が－ら員しやを原原　　ぐ礼だと回
　を作にの支　じ広○南はたま目病病　の申友念全

２



加議　こ　清って本四議て直まぐ進　銃口い目当費１病原定

し会当そ斯願て　｀年月さ健しで壮行－けのこ標の負ダ忠原疾昭

て。友が様が三去ものれ康論策会す方ねたとが支抽レ者病忠和

い会の今次行十る当会よ保がき情る四ばめで次給とンにの対四

る難会日状な二五友国う陸行あ勢イ八なにす第もな症対治策十

全迷は最況わ団月の忠と法痙げはｙ午らぱに拡っ候す療　｀七

国゛゛昨ものれ伴十会者しのわら急フのぬまし達大て群るも調年

悉に午大もま一日々家て後れれ速レ石とだか成きかを医著査度

者再十切とし○と員族診退｀たにに油存ましされり除療し研に

家加二ででた一五皆集りを現医厳よシじだ原れつ｀ぐ指く究ス

族翌月あぱ二月百合ま目在療しっ　ョま会原てつ又疾壮進は夕

集し全る会　四三んのすざ開福さてッす員病いあ地息も歩今１

会ま国と会　○十の国゜す会祉を今夕　゜－がるり方は次紋日ト

実し難存員　入一御会之改中　｀加日以　同難こ　｀白総第しもし

行た病じの　の目協清に正の壮え私降　不病と友治てにま継ま

委が団ま意　署の力願対案国合て共の　断ではの伴治拡し続し

員｀伴す志　名二をにしが会指診を長　の々誠会の療大たした

会既連゜の　に回得銃　｀継に祉やとい　努くに処難費じて国

｀に絡　結　よにまき昨銃かの　｀り不　力万有期病がン回診の

障参協　集　る亘し　｀午塞い見今ま況　をる難の于公工原か特

でい日去のめ　　　　　　　　　　　い　存生原ぐまし　訟かの害

鏝ま本牛立る　　　。、　　　　　　し総じ活病進すた本願り達牛

近すので場合　　‘＾　　　祝　　て合ま柏治行のこ日いま帯金

ｏか患すでの　　　－・　　　　　　御がす談療しでののすすを改

状大老か第仕　　　’･‘　　　　　　　挨有のにに　｀｀会総る゜保正

況き運全六事　　　　　　　　　　拶意で出の順総場台次会めを

を左動画回の，‘｀　　　　　　辞　　と義脚来御天台ホは気負　｀す

見ェと患総力　　一一　　　　　　　　致に諒る講堂行｜半で皆対す
まネし者会も

麗　　　　

し終解だ　大事ル牛すさ外め

ナルて集のや　　　　　　　　　　　まり下けと学はのが゜ん活る

とギは会脚っ私協し　　　全　　　すまさのこ塩配使ゝ　の勤会

非丿新が祝ては議たご　　国　　　゜すい時れ川布用り　更を々

常がしご辞居障合全紹　　恵　　　　よ　ｏ間に先賢時で　に強ど

に発いさをり害０国介　　者　　　　う　を続生糾問や　強化の

い揮‾い申ま牛山患を　山Wj　　　　脚　振く○にのっ　力し全

いざ゛ま上す金本者い　　連　　　　協　向医７よ制と　なよ画

とれ｜しげの改洋団た　本絡　　　　力　け療最っ約獲　脚う的

思だジでまで正二体だ　洋協　　　　を　九相近てが荷　支と団

っわと大才二をで連き　　突　　　　か　い談の于あし　長じ休

てけ言変゜つ進士絡ま　二77　　　　願　と　｀膠早やま　をてと

月れので会度らのま生息座うねいに福居したく福れこの私換あ

以ど運はで今公でだ方っか大難て切祉りをが事祉ぞと経ど期る

来公勣通議年費はそのて々き病もり関ますっがとれが済もをい

四費の通論で医なの大居か友対も下係ずるて出そのどか考迎は

ケ医セしさあ療い期変わ進期策うげ｀゜と福来う財ざ高ええ生

月療ンなれるのか待友まま待も少を国来云祉な言致い度てて活

には夕いてと負｀に努すなをもしさな年うにいっにま成居いＯ

渡現１ん居思拍又そ力゜いもう例れら度のつとたつし長りる保

つ在とでわい制－うは医と九少えてびはがい言もいてかまん証

て医しはまま度力とご療言ししぱいに五本てうのて国らすでに

全療て座すすの健言ざのうた進昭る地年年も状を心友低　｀はつ

国行はい゜゜問康うい研０とむ和ｏ方、目度医況充従ら成とない

各政考かど健題保ふま究が息ん四で白にて療が分来び長言いて

県管えとう康そ険うすに現っで七医治友四に生にどににいかも

で理ていも保のの々けた状ては年療体る年つれこう地変まと大

公庁居うま険見問状れずで居座八ので此目いてうか方っすい変

費のりまあは直題体どさありい年問じのにてぐ進数白だのう大

負方まあ本今しそにもわろまか位題よ四々もるめ育治とはふき

拉です私国のがれ無まるうしとでにじ年っ見　｀てと体言日うな

医四け共会国丁かいだ先とか言すつょ間て直し行かそう本に転

－３ -



左思皆休とはい病での間養病いしし康で言い国て療

りいさと言りに気｀生の生ののて案保あうるのい制

ままんしう援でにも活医活皆で表を陰り実制固ま変

じず力てふ助す万う　｀療でき今に作あま休変庫すの

だ仲充うとねっ少そ費病んで出成るす調子負゜実

゜太良分に.9国たしうも気力もて中い健？の拉こ休

　変く頑愚？万場やいさを難なくでは康査もとれ調

　ま今張っつら合はっる治治かるあ公保なの言は査

　と後ってもび｀わたこさ性万可り費険んをう公と

　まとて居のにあ午もと万のか能ま負ので金型費言

　りも行かが地るを０万け患と性す拉改｀面で医い

　の一きま心力い取がかれ者くとけ制正こ的支療ま

　万緒たす晋自ぱっ太らばさに言れ変にれに給をす

　いにい゜、、治子た変家万ん長うどのつも見を国か

　ご願と私で体供場で族ら達期のそ金づ厚直しの観

　あ張思達はのが合はを万はのはれ面い生し実予察

　いジい患な太生あ々かい水難非が的て省を証算が

　さたま者゛きれるいがい治常実左国のすさ宣行

　ついすのか左るいかえそ間性に体見民計るれいわ

　にと　゜団　｀やきは　｀ての療難強と直健画とてはれ

　　四　　　　　　　三　　　　　　　　　二　　　　　　　ー

Ｌダ｀　ウシピダ｀　タリサタカダ　｀　ランウソ　｀

ソイ東　Ｌｙイイ全　チイマニイイ東　マバフウ衆　　祝

ウ六京　ゼノメ六国　ョタガケイ六京　ェリタカ議

カカ難　ンタシカ腎　ウシタインカ都　イマシイ院

イイ病　ジメマイ臓　Ｌマノイミイ衛　ワシノノ議

ノソ団　ントスソ病　イスゴヲナソ生　ォョコセ員　　電

セウ休　キモしウ患　ナにケヒサウ局　　ウウイ

イカ達　ョニナカ者　ダトンョマカ長　　Ｌタコ寺

コイ絡　ウウンイ連　アウコウガイ　　　　シづウ

ウォ協　　　ンピノ絡　キキウシタヲ　　　　ュヲヲ前

トメ議　　　ﾄﾞョカ協　ォョトマノム　　　　ウュイ

ミデ会　　ウウイ議　　ウゴスヒカ　　　　ギルノ

ナト　　　　ヲタサ会　　　トメＬゴェ　　　　イサリ

サウ　　　　スイイ　　　　ェコトロル　　　　ンズマ巌

マゴ　　　スサヲ　　　　イウトノこ　　　　ギＬス氏

ガザ　　　　メタォ　　　　セヲモゴア　　　　イトＬ

タづ　　　　マノョ　　　　イォニドタ　　　　ンモイ

ノマ　　　　シスロ　　　　キイミリリ　　　　にニリ

ゴス　　　　ョイコ　　　　ョノナョＬ　　　　テガョ

　　　　　　　　　　　　　　営　　　　　　　　　　　　　　　五

　　（3）　（2）　　　　（1）報昭　　　　　　カスツピダ｀　レケ

●　●　　　　　　　●　　　●　告和　　　第　ナゴヤモィ神　ンｙ

膠¬広議毎週通事ぃぃ総医を52　　昭広　ガハタゥ六奈　　　コ
原膠報し月営営務しま会療ぃ年　　ロ　　　ワツニシカ川　　　ゥ

病原活マ第委委局二し時・だ10　　和回　ヶラヶアィ県　　フ

診に動ぃ二員員に回たに指し月　　　　･ヽンンィゲソ難　　牙
療のにま本会会シ行・専祉ま30　　五総　ナフィ，ゥ治　　ィ

手発つす曜ににぃっ各門相す日　　十会　ンォヲスカ性　　ノ

帳行い゜日つはてて支の談゜よ　　一后　レィヒＬィ疾　　　リ

の。て　にぃか電ぃ部先に　か　　Ｆノロ　ンノョキヲ患　　ィ

配恚　　開てジ話まに生つ　昭　　年　　　　リゥカコ団　　夕

布34　　催　か・すかにぃ　和　　　　　　　モシィコ休　　シ

　号　　　し　答文゜ぃよて　54　　度　　　　ゥにノロ達　　マ

　？　　　｀　え書　てる　　年　　運　　　　シコヒカ絡　　ス

　虎　　　諸　　し等　　も相　　　３　　Ｍ６　　　　アンゴラ協　　　こ

　40　　　問　ての　午談　　月　　呂　　　　ゲゴロォ議　　　ト

　号　　題　ぃ相　一会　　迄　　報　　　　ママノョ会　　　ゥ

　゛　　を　咳談　回を　　　の　　乙ｔ　　　　ススゴロ　　　　ナ

　　　　　討　すを　政行　　週　　r=コ　　　　にマカコ　　　　ｙ

－４ -



宍
全　　　　　　　　　　　　昭和５３年度収支店亘亘置　　　　　（5）　　　　（4）

と国　　岡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　　●

ぷ眼　？　　　　（歳入の飽）　　　　　　　　　　　　　右左ぷa I3T ^節会

な原　　不L｣
り病　　五

ま友しの　　十

九会　四
　頁　年

　首　度

　来　運
　｣_　　j-

項　Li 予幻釦 決算額 忖　　　，,こ
部達雄害政員
活動保単機名
動を険金閣簿
の行法改にの
推っの正対配

進て改のす布
をき正運る
はまに動裂

かし関を請ったすす活

１

２

３

４

５

６

７

前年繰越金

か　　費

賛助公費

寄附金

販売収入

（ブylけづ♪）

利　　息

　３０４,８５７

2,0 0 0,0 01)

　５００ぶ００

ﾊﾟooﾊﾟｏ

　　5,0 0 0

　3 0 4,8 5 7

1,7 9B,7り０

　1 e 0,0 0り

　3 2 7,5 4 0

　14 3,700

　3 8 5,21) 6

　2 Z.6 3 7

( 166名新人会する）

c 1'.r,集会浄7 5,0卸）

膠IIMりは乙Ｌホーノけ’クター他

Ｊャリアーパ吠－

ひ　，,i 32 (sa.fi5 7 :i,lG 3,7 3 0

ノＵ　　呂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　心Ｔ回
生　　＿　　　　（剣い）部）　　　　　　　　　　　　　　各　　ｍふ吋

目　　訂昌　画

1

2

3

4

－a

6

7

8

9

10

1〕

12

13

14

15

支出助成金

紅会費

会議費

印刷普

通柘費

事彷消耗費

叫肪局費

占節物.5,1｣仕入

活勁費

分担金

洛外費

資料費

雑　　費

けお費

予備費

　5 0 0,0 0 0

　3 0 0,000

　１０μ００

1,0 0 0,0 0 0

　３００､０００

　3 5,0 U 0

　2 4 OJ) U 0

　12 5,000

　■10 0.0 U 0

　３０､０００

　3 0,0 0 0

　5 0,0 00

　19,8 5 7

　7 0,0 0 0

　７０､０００

fi0 9,0 0 0

３４２１６４２

　2 3,1 fit)

５２３､６００

Z7(j,引)９

　3t),0 2S

a 4 0,0 0 li

　7 8,0 0り

s s e,7 0 0

　3 4,0 0 0

　２〔)β７０

　３１ぶ７０

] 6 7,8 0 0

　6 2,7 0 0

役員会のための費用

ＩＦ臣」ご療手帳その他

郵送料，電,１代

文具代．・ビ代

家辰，光熱費ａ

弓原吋乙し7 2,5 0 0

ホームドクター4,5 0 0

役ほ行動のための費用

チパブー励２乃，全費途9,2 0 0

第３極4芦００

協力関係者と連絡のための費用

参考図Ｓ

■J--, 'J-T--協賛費その他

タイプライタ･一６力

゛血色Ｊンヒッ削り2,7 0 0

ま　会てつし　詰いい

た　願まて
ｏ　署す

福行を　開し顧
祉すと現催て問
のるり在す皆の

切中ま　｀る様先
下でく私達男生
企　｀社たびの方
図教会ちとごの
左府は即座協ご
どの長原わ力指
に健期病まに導

よ康Ｃ患しよ協
か保不者たり力
き険灰を゜本と

　　　　　(6)

　。た連難

会53 °絡病
に年　協一

再12　議障
加月　　し害
入よ　　て・
をり　　｀福
い全　活社

友国　動団ｉ　飴　参仕合　計 3,209,857 Z.B 0 6,9 7 S

わ法・含　日　｀　　次年度に掻越全として　3Sfi,7 54　　　　　　　　　ま病　　す・

め０づむ　第会　　Fwの結果上記の通り相違なぃこJを2め-^-^,　　　　　　　　し体　す協
万京否姦　心急　‾　　　　　･回‥　・　０　　　　ベヨ?　で詣

び　｀レ病　総勢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛絡　き係

し医の患　会力　　|石和54 5F-5月25 1ﾆi　　　　　　　　　　　　　　協　使者

い療道者　をそ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　しと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しの患相食　も
　　　　（3）　　　　（2）　　（1）　　　　　会だ後者互いこの
　　　・　　　　・　　・　　　　　　　　　　　のい退団のとのと支も毎毎運に付事す専医　⌒習講　　　　　　目とを体協め精々
部と週月営応運務゜門療頂会得演　　　　　　的思ふと力て勢や

かに火第委え営局　礁・包員寸会　　　　　　liいせ連を安のつよ事昭二員ま委に　師福ま訟るをとのか送知本まぐけ従心もつ
び務・木会す員て　に祉すよ゜通で確かる織会すよい来しとあ
会の金曜に　゜会相　よ相゛び　じあ立｀とをぱうを以てでり
員遂曜日つ　に談　る談　－　てりと病共高膠　に強上生病ま
相行ににい　会。　相に　般　膠ま社気にめ原　歩めにき気す
互を事定て　い電　談つ　社　原寸会の会　｀病　調｀結てを　゜

の行務例　　て話　会い　会　病゜対原員明に　を医集行治精い局会　　研・　のて　に　の　策因相るつ　強療しくし
報まに議　　修交　開　　理　正　を究互いい　め福｀九　｀
交す役を　　討害　催　　解　し　推明の療て　今止医めそ
換゜員開　　議等　を　　を　い　進と栽養の　年社療にの
を　参催　　　じ　行　　深　知　今治陸生正　も会関　｀進
基　集し　　相を　い　　め　識　る療を話し　前保係会行
に　の　｀　　談受　ま　　　て　を　こ法はをい　進障者員を

－５－



ま　　ま
すいし今　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

かつて日　　　　　　　　　　　昭和54年度収支予算
万も本は　事　　　　　　　　　　　　　　　　　●　・広会必会

か沢当皆　　ヱ々　　　（直入の昌）　　　　　　　　　　　　そ¬報員要の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巾-｀　　１　ゝと四
な田に惇　　9刀
かの有卦
思方錐出　　局

り々うに

様かごく　　

報

比らざい　　宍

卦かい処　　゜ｺ

一手まを
入紙す｀

かを゜公

一載　集
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０５４年５月来現在の病名別と年今別会員数

年令 S LE 強皮症 筋炎 動脈周囲炎 シェークし/y リウマチ その他 合　計

１０才未満 ３ ０ ５ ０ ０ ０ ０ ８

１０才代 ３０ ４ ４ ０ １ ３ ６ ４８

２０才代 １８５ ６ ５ １ ０ １ ６ ２０４

３０才代 ２０６ ３２ １４ ５ ８ ０ ２４ ２８９

４０才代 １３０ ４１ ２４ ７ ４ ８ １９ ２３３

５０才代 ５２ ４５ ２３ ６ ７ ８ ６ １４７

６０才代 １２ ６ １ ０ ５ ６ ３ ３３

７０才代 ３ １ １ ０ ０ １ １ ７

年令不明 １０ ３ ３ １ ０ ０ １３ ３０

合　計 ６３１ １３８ ８０ ２０ ２５ ２７ ７８ ９９９

患者外　※ ２８

総会員数 1027名

（合併症が目立つ）

　シェーグレンと筋炎　　　1.皮フ筋炎と弦皮症　１０．リウマチと強皮症　1.

　シェーグレンと動脈周囲炎　1. SLEと強皮症　　2.リウマチと筋炎　1.

　シェーグレンとS LE　　5. SLEと筋炎　　　1.

－６－
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回けてもののてが　｀訟出　ｏがこ言方げ来え日　　　学　ヽヽ
日たき大治鏝行早膠新来患充とう々ま　｀て非膠　教　謬

本らい変療近きぐ原わる者分はんにす又か吉原　授　原

り幸てだにのた来病し日通に社で訃゜決集に病　　　こ

ゥい猷とつ進いてのまがん其会す礼雅懐わつの　塩　病

マとい思い歩とい患す－がの　｀け申にもにら患　　　　゛台

チ思こい７と思だ者゜日会任あれし寺通ない者　川　丿

学い｀ま訟言っだき又も庖をるど上山れっ御き　　　療

会まなす話うてきん私早ど果い｀げ事たて病ん　優

とすにけしこ居た遥遠くししはこま務と　｀気方

言゜かれよとかいが医来痙て国うす局言非にが　一

り　　ごどうをま　゜一者るぐい家言゜長う常耐本

９



でしるとス此性　てさ者療がにな一もなはの九も　膠だしで学

｀だ御療にのの昨いらきがみなかば二ら絶芳年おヽ毎原っては会

私゜主養か方方日るにん大らっない年れ望心前ら年病だ｀膠が

達七人しかはが　｀わ病たきれたかででた的で　｀れ私のの大原行

のしをてっ十訟私け気ちぐま皆むしも力なこ河るは研で体病わ

所て得居て四子はでがが進すさづた生は病の野の同究す研のれ

に六らら居才き外す早よ歩　゜んがき皆気友きでじを゜究研て

出月れれらのん来゜ぐりしこのし勿０さだのんも話非そ発究い

産にてまれ時を日　直よたれ釦い論びんっ会｀うを常う表がた

に妊去しるにだて　るいたは顔病｀だ｀だが聶－すに言の大わ

つ娠午たの全いし　よ治め九に気今い何と市田回る活う１きけ

いをのがで身てた　う療で午はで日とと思来き昔の発事て左で

てさ三　｀す性来が　にをすの曹すでいかいたんのでにで位部す

相れ月非　゜ェら　｀　と受゜間とけもうしま当　｀かす進　｀は分゜

談たに常そりれ二　　｀け今に違れ膠切てす時其話がめ学膠をり

にと結ぼれテた十　私ら後膠っど原実あ゜はのし　｀て会厭しウ

来言婚理でマの四　達れき原て　｀病なと膠｀他を新いと病めマ

らうさ解氷トで才　はるら病明套は順一原膠のししましのてチ

れこれのいＩすの　順様に０る集まい年病厭方まいすてこい学

たとまあこデ゜女　っに恚治廼りだででに病々す方゜もと｜会

っ防言方目んたい　はこ　のいとんゃををにちん入努だ有のん

ていうは巧でのと回しとそ患ましもん行一はゃでっ力らるんで

くで働免れすでい厚みはし者した赤をい日伺んすてしい御です

れいき疫てけすう病じ　｀てさた赤ち速ま30もをけ叔まい主居゜

るるはのいど゜こはみ膠幸ん゜ちゃれし弓なかれきしだ入ら此

免わ｀異まも今と難と原福もこゃんてたにか庶ど　｀たろもれの

疫け外常す｀でが病昔病々結うんも来゜ふっみも今゜う居ま時

のでかが゜最も今とをの家婚言を両ら吽やたに二年そとらしに

働すら有一近まま言思治庭しうみ方れ日しの左○のう言れたは

きね来るツ　｀だでうい療生て事てとた外　｀でら九二しうる　｀プ

がｏるとは二分もこかが活　｀で　｀もの来少すれ○月てこの私レ

まこい言　｀つらっとえ進を赤　｀本元でへしけた瓦　｀七とて共ド

ちのろう此の在とでし歩続ちェ当気す丁スれのの一ケで　｀０ニ

がよん事の新いも　｀てしけゃりにでけ度テどで立ケ月い釦処ン

っう左で病し事国原居たらんテうすれ三口もす派月のろ子でを

たにわす気いはっ因ジ証れをマれ゜どケイプ゜痙位所いさは一

方身る゜に事分たのま拠る作卜しま　｀月ﾄﾞレ訟女早でろん　｀日

向体い免な実ら事分すでとら１いるかのの卜゛庶子か病治を理に

にを物疫っが座だら゜｀いれデとま母赤洗ニののっ院療作解10

行守をと丸洗いつな　私うるス思るさち射ン時赤たににっの卿

ぐれ免いなｲﾋ制いた夜キうさす法し　界膠う痙は言い休とてっ

つで疫こかが剤様だをサのん゜でた免的原治るかうる質　｀こて

かも抑と使くをに　｀よンがが現す様疫に病療０かことと免うい

新っ制はえる使非こぐ等有知在ね痙療研の方免らと言言疫いる

しと剤分なとう常れすとりっ免゜免法究治法疫々がういのう　゜

いいでっいかとにはる言まて疫こ夜とき療がのい本こま異免こ

薬いはてん｀頭副作免うす居療れのはれとで異よ当とす常疫れ

がのどいでいの作用夜会゜ら法が異何てしき常りにでかがのが

出がうるすろ毛用が療薬これで膠常かいててをに分す｀起異原

て左もん゜んがが弱法がれる一原をとるはく来予る゜膠こ常因

来い不で免左ぬ有いの有に薬番病欠言の免るた防とそ原りかな

てか充す疫副ける上会っはで行のにいで夜わさを　｀れ病易起の

いと分け療作るんにくてイ　｀は－もます療け左すそがにいっで

ま研なれ法用とで御す｀ム免れ番どず法でいるうどか人てす

す究んどががかす承りまラ疫てよすと　とす様と言うかがく　゜

゜１でも膠有　｀ね知なちｙ抑いいと　｀　言ねにいう言りいるで

たれす　｀原っ血゜ののが　｀制る治言今　う　゜すう方う易るかは

だてね今病て液免方でっＺ剤の療う会　の実るこは人い゜とど

薬｀０あになに夜もすたンとは法治話　が際とと今か人ま言う

といそるいか変抑多０免ﾄﾞ言皆で療し　世今言に度とがあうし

－10－



と　るまりが○　事々事は言んはれまらっ早き　だ開用ねら言

言中゜すテ六〇御を事もれうで診と幻左ばぐれつと発が゜明う

うでそねマ○人報知は大る事す断言重いむ病るぎ思さ起や日の

名もしｏト○の告話終き様がねのはい゜病気事にっれこっ使は

前特てこ１人中のしり次にず方れ状ま気がか診ててるぱか皆

がに全れデでで会しに進痙ぐ血法て態しと見多断いいｏりうさ

付外身はスーは員てし歩っに液ともにて言つかでまる膠充｀ん

いかに女はば全数見てだた分を言次々膠うかっすすこ原分と御

てらい性Ｓん身でよ　｀ととか採うかっ原０らたね゜と病注言承

ま目ろにＬ多性すう今思思るっの痙て病はな　○　○　はに意う知

すにん多Ｅいェとと度いい゜てがかかの悪かそ昔　非対しふの

け付左いとよリ　｀思はままそ検非出らよくっのは　常してう様

れぐ症病略うテ友い－すすし査常来｀うなた理膠　にて使にに

どの状気語でマのまツ　゜゜てすに々垣攻った由原　明鏡いは｀

もはがででナト会す－ここ早る進いあ重てめの病　る近まいよ

顛　｀起熱い゜｜の　゜ツれうくと歩゜治いかでひで　い免せかさ
に蝶っがわ仝デ会　のでい治膠し所療病らすと命　二疫んなそ

紅型て出れ身戈員　病全う療原てがし気でねつを　－療という

斑紅くてて性の一　気般様が病来鏝てはぱは落　１法副でだ
勺

でけい　いもたとが　影患末いの勁まにっの　－の　常備ｉ赤

すど事今まいあいきぺ響者てたで会ず当て様そ番病此でのデい
゜｀は　｀すまとうっニもさづすぺっ末にれ大変のい病ス斑

な非　｀ェ゜すで方かシ有んい半が行きてま　｀か事が中ろ気は点
に常こり　ねェもけりるかに年¬っの起すららで進てんで皮が

かにれテ　　゜リあにｙん来工位ずてうっねろェ　｀か特左す膚出

と困もマ　だテり冷とでてりしい強のだんりことに内ねだ来

いる御ト　んマ１っかすまテ九分い私と皆左テれ生重縁゜けて

う合承｜　　だトすて厭わしマら日日０言き誘マに命要がさのく

と併知デ　ん｜しェ邪゜だトだ焼光外うん因卜注をな訟っ病る
｀症のス　研デ｀リ薬　　゜１んがに末方の　｀｜意失のかき気゜

無が方の　究スそテと　そデだ強当にが中きデしうはさかでし
菌起も方　がにれマか　のスんいわ　｀多でっスてこ腎れ話はか

性こ多に　進冷か卜　｀　他に他ね順子いもかは治と備てし冷し

大っい特　めっらｌあ　にﾌなのＬが供だ夏け皆療にてくしぐ　｀

腿てとに　らだ風デゝ　訟ヮ症と赤さろ０がさすなするたてェ

骨く思注　れと邪スい　くた状ほぐんう強有んるるねわ免全り

頭るい意　ていをにう　すとがっ痙でといっ御のの　゜け疫身テ

壊こまし　末うひ痙も　加言出てっ　ｙ巴日て存でで腎でののマ

死とすた　て人いるの　のうて置だ運い光起知す｀縁す異内ト

きこ于しんぐﾉﾚﾄﾞたこでさ鏝　早てらん然長がわでびさとと

んｙにたもさモホェいっいれ近今く　｀かは起く弱れ元っんいい

がで座為うんンルリとてるるだま治そ医皆こスっる気こがうう

ず－っにま相のモテ恩ぐ　｀様んで療う者スるテてわでを急合大

い日だ　｀く談副ンマいるそにだこしいさテのロしけ歩ひに併腿

分－のス左に作でトまわの座んうてうんロでイまでいいも症骨

叔○でテっ来用す？すけうっェいい病にイすドうすててもでの

っ○すロたらで゜デ゜でちてりうた状時ド゜ホ　゜ね釦歩のす頭

九卿ねイとれ座はス　すに　｀テ事だが々ホェルこ　ｏらけ付゜の

とも　゜ﾄﾞ云まやじの　　゜大長マはき始レルリモれそれ座板工所

思の今ホいしんめ治　特腿いト少九まンモテンはうたぐがりの

いんはルまたでの療　に骨間Ｉ左いっトンマをェす恵次非テ骨

まで｀モずい頃は　御がスデかのてゲをトのりる者る常マが

すい曹ンか今るは第　注こデスクでいンのＩんテとさ　゜にトこ

゜るのの　｀で恵スー　怠わロのたするをんデでマだんそ痛Ｉわ

そと様使医は者テに　をれづ方の゜様とてスいトんがのくデれ

のいにい学訃さロス　訟症ドがで　だっい０る７だ寝結座スて

為うブ方が医んイテ　願状を長す　ヮてま恵方デんて果っのし

に恵レも進者がドロ　いがの生が　た頁す者にス身し今て恵ま

ス者ド上歩さたホイ　　し起んを　｀　らっかさ突で休１ま　｀者う
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使　う入１はてそなはい来ま患んなス来い番いスすでてますテ

わこのにり腎いのいスはてず者にいテだけ少うテね骨　｀すね口

なので沢山臓い次しテ神　｀脳さは患ロのな瓦のロ　゜折そと　゜イ

く沢す山々ののに　｀口経意神ん沢者イでいくでイ俯しし　｀だド

て山　゜使い変は　｀時イの識経が山さﾄﾞずてはドさ　｀てまだの

い使　う人化どでにド麻がのス使ん沢けこ　｀なとん勣骨だ　｀い

いわ　とでのうははを拝恋病テわが山れれしいい力けがス医ろ

人な　今すあいあ命大がく変ロなあいどはかんうは恋もテ療ん

とぐ　度゜まう戈を量起なのイけるるも最もでのふヽくろロのな

のて　はスり人ね落にこるあドれわ患　｀近有すは分なくイ普副

間い　副テなかスと投心　｀心沢ぱけ者ェの効　゜たりっ々ド及作

にけ　作ロいとテす与　｀鯵方山いでさリ研な副だだたりホし用

ど恋　用イ方い口こしこ唯でいけすんテ究量作沢と方　｀ルてが

○い　がド｀いイと恋うがする々ねとマでを用山思をちモい叙

位人　起が尿まﾄﾞにいい起゜かい○　ゝトは使を使い沢よンなっ

使と　こ少にすを恋とっこ脳と　゜いあｌよわ考えま山っをいて

う　｀　　つし蛋と使るよたるにいどるまデぐ々えぱすみと沢所来

かあ　てて白　｀わのく場｀病うう患りス分けていけるし山へた

とま　　しいがこ恋でな合あ変とい者いでっれ　｀いれのた使行ん

いり　まいあれくすらにるが｀うさらはてば－とどで事っきで

っ内患血との　もにや副ぐすはルス　　っめそ生うな臓をなでう

て臓者漿いをそっ重っ作な　゜スス療そて　｀し検事いのさっきこ

いをきといやれと症た用るそテと法れい病てはに゜症し九めと

る障ん分まっか研だらもとのロ言とかま気ど是な蜷状て方るは

の害のれすてら究とよ多言結イういらすのう非るいの組が　○　ゝ

です血るとい私さ言いくう果ドのうス　゜進い受の人重職多皆今

する漿ん｀るのれうの　｀報　｀をはのテ　行うけでにいをいさの

ｏ｀ので人ん処る時か今告工太衝が口　を量てすは人ととん所

そ免中す間ででとに分のがリ量繁行イ　止のい゜あにっ思の腎

こ疫にねのす今思行っ処あテ　｀とわド　めスたこ１はてい中臓

で複ぱ血゜｀いわて　｀るマ静言れに　るテだれわ沢しまにの

患合腎工液こ血まれいどの卜脈う出つ　事ロきで使山らすこパ

者体臓リとれ漿すてまうで｜注こしい　がイた分わ使べけのイ

きととテ言は交゜ませ言すデ射とてて　今ドいる左わるれ検オ

んいかマうど換　すんう　゜スででいは　のを検よくな　゜ど査プ

かうい卜のう療　　゜゜患だがやすま　｀　治の査うてけそ　｀をシ

らもろＩは言法　そ現者だずるがす最　療むでにいれの腎ぉヽ１

血のいデ血うと　の在きこっ方　｀ね近　法かす腎いば結臓受。

液がろス球の言　内非んれと法ごパ　にをね臓とい果にけ生

を入庖のとかう　に常には良でれパル　痙決゜のいけ腎針に検

は1まっま使し方のかだの皮学てか切病い　けにでさ歩研常法採

強すばりっかがこしけで症会いしり気うそでいもきし究に左っ

皮゜り沢たしよと今ですのでないにでののすい免ほて中良のて

症つ使山方どいで目も　゜人もい゜なすは次゜か疫どいでくで　｀

のぎっはがうとすこずそでい病膠っ゜皮に　薬療ふヽるすなす良

｀にた飲強も去ねこいうはろ気原てそ膚多　が法話証がっ゜い

とＤ方ま皮見午゜で分い異んだ病くしがい　出０し拠　｀だ今血

くぺが左症てなあ釦大う常左とのるて次の　て研しとェ患や漿

にニ皮いにいん-ま話き旅次所思中の身第は　来究たしリ者っを

皮シ膚力いるかかしな因線究いでて体に強　るがよてテきて代

膚リのがいとかスし進が維がま強すが硬皮　だ進う　｀マん居り

症ン病よよ　｀話テて歩少が発す皮゜不く症　ろ行に訃トもりに

状が変いうスしロ釦だし沢表゜症こ白なで　　う申工話１いま入

にあにででテしづきとづ山さしばれ由っす　とでりしデるしれ

有むはすすロたドた思つ作れかまもにてね　思すテすスのてる

効まい　゜ねづとをいい分らてしだ非痙く　゜　つ゜｀マ心ので　｀と

ですい少゜ﾄﾞ坦使のまっれ｜こ一常ｐる強　てそ卜わ治す確言

ずと量勿をいわはすててすん香にてと皮　いのｉけ療゜かう

゜こ思は論少ま次治゜くい゜ど分むね言症　るうデでがまに治

広れいやあしすい療しるる強のっずたうと　わちスす進だ非療
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たこ来私るて液　苦なか患よすすぎけれ循だ訟ん症は研ンまく

力れてのべ　｀の強しるえ者くるるっれを環く薬でが沢究類す使

かをく処くす循皮くとるさ肺゜　｀たどよが　゜をすす山もと　ｏわ

あしるで清ぐ環症ﾌな同　｀んを強まむもぐ悪まの゜ぐああかそれ

るらんは潔化かのっじそはか皮だ放身すくずみでよるかコのて

のべでよに椴蕗事て様う時か症手し休るな強攻すぐのまル他釦

でてすくすしぐでくにし々さも足たをにる皮がかなですヒにわ

す見゜強るたなもる肺な深れやをねよはと症ららるすしチュ｀

ねるこ皮こわるう　ｏのい呼るっ温しく　｀いの　｀患と　○　・ンベ皆

゜とれ症とし九二　方と吸のぱか　｀動去う一い者いた強とラさ

･ヽ｀はのがまめス　にだをでかくたか年と番ろさうだ皮いとん

りよな方必すに皮　もんしす全しえすもとこんんの　｀症うかも

やくかは裂゜｀膚　変だて　゜身冷ず　｀かでわ攻ははこにか｀飲

灸ハな皮でそ皮が　化ん肺そのや手特話すい住医残れ効薬いん

０リか膚すこ膚硬　が　｀のこ病さをにしねこ意師念をくがろで

ち　｀治に゜でがく　来皮空で気なマ手し　゜とをに攻やといんい

ょ灸り潰も皮弱庖　て膚気強でい・はた血はし与がれ言い攻る

っをに瘍う膚くり　　｀がを皮とよサ強ん液血てえらぱうとピと

とやくが一を々　｀　息硬入症くう１くでの液いら攻強かい夕思

しっい出つなっ血　がくれのににジにす流のたれい皮薬うミい

私レ病まもがでね手にままま　座作処も来皮いょをテ強有った

のイ０す　｀｀すｏで手すすす強事らか爪て症つっやロ皮効て小

処ノ非ねこェ　゜レもをねげ皮だならをくの迄とるイ症なしさ

に１常゜のりこイ足入゜れこ症といた切る方も虫時ﾄﾞのこまい

も症にこ次テれノでれレどこで思様んる゜で治ににを方とう傷

女状火のかマは１もたイもにもうにだとき　｀らさは沢やが゜が

のが事レ話ト強はまりノ　｀かうんすんきいよなさ十山　｀あハだ

方起座づを１皮フっ｀１レ集一でる潰深てくいれ分飲膠るりん

てこ症ノすデ症ラ白冷症イまつすこ瘍爪み指人だ注ん原ととだ

レる状ＩるスＯｙにた状ノり訃゜とかをる先がと怠で病患かん

イとて症皮に方ス死いと１の話　が出しとがあこしいでい灸広

ノい　｀状膚もにのん凰い症方し　強来て神黒りろてる皮まとが

７　う膠と筋｀一かだにう状はし　皮るし経くまか下方膚すかっ

症方原云炎関番医様当のとごた　症゜１質座すらきはのｏはて

状も病うの節多者にっはい存い　で座りなっ゜潰い　｀弱し膠　｀

にあにのカリいさなだ　｀うじこ　非る゜人てそ瘍゜ハいか原治

なりなはにウ症んるり冷のだと　常べそで潰れが時り方し病ら

っまる　｀もマ状ののすたがとが　にくう　｀瘍か出臍とや　｀の座

てす前膠あチで名でるいあ恩命　火傷いいがら来はか｀特方く

ゝ○に原りにす前すと水かいか　切をうつ出強てち灸スにに々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ

いがい皮かスこに力こそ筋し番のははた　状と原論方あない水

斑赤る膚らとと赤がとの肉や多か筋皮か工だし原　｀とるっる仕

点く　゜筋よいもい無がうのがいと肉膚らりとて病レいんてう事

がなェ炎くうあ斑ぐ出ち力んの云のと　｀テ思レにイうで　｀ちを

少らりのまのる点々来にがだはう症筋第マうイ左ノのすとにす

し左テ方ちぱがっ左手無ら卜と状肉三トのノロ｜はねう十る

紫いマはが顔こ出てくがく立イ筋かがの｜で１て症膠゜と年時

色んト上えのの来了なになてレ肉ら訟病デす症い状原すう位に

がで１唾る斑皮てうるぎっな　｀の先か気ス　ｏ状るが病な強し真

かすデぶｏ点膚ぐ　゜゜れたくと力にさはと　　と方あにわ皮だ白

っ゜スたどが筋るそだなと左くが起れ皮強　いもっ左も症らに

てまはがこ非炎　｀れんぐいっに無こる膚皮　うあてるレにだな

いた痙赤が常とまかだ左うて曰くわ病筋症　のる　｀可イなんる

１皮かく違にェたらんり事了本々ま気炎の　ぱ知能ノっだ゜

す膚ななうよリ高皮全｀でう式っすででぉヽ特膠ら性Ｉたんそ

ね筋かっかくテい膚身手分よのですす話　江原なが症と皮れ

゜炎上てと但マ熱｀のをるうトぐどがねを　大病いあ状い膚を

そでまはいてトが特筋挙のなイるう　｀゜し　事のうるがうが続

うはぶれうまＩ出に肉げで事レｏい多こま　な症ぢあ方硬け

い赤たてとすデる顔のるすでで－うくれし　症状に勿るがくて
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みべのえ方スましいれれ　膠ス気う特囲　生井いモた皮くとう
こよ中ずが左す上方はるそ原テだ症殊炎そけ常うンけ膚左非様
めうは目目どけげが非様れ病ロと状々ののんに事をれ筋る常々
なと唾ががのれまあ常でかでづ云か病方次め進は使ど炎とにこ
いし液ち乾膠どするにすらすドわ分気ものい歩左うもはい似と
゜てがくい原も　゜とむねあ゜ホれねでい病療しぐ　｀｀命うてで
そも出ちて病　｀慢いず゜と　ルてまする気養てなそ鏝が非い　｀
う　｀なく涙の皮仕けかシは　モいぜとでしいりの近危常ま皮
い左くしが方膚関左しこシ　ンまんこい会てるま結はい囮す膚
うかなて出が筋節いいフ　エ　ですがこう員いとし果や病困け筋
目なるまなか炎リの病ダ１　が｀に事のたいた昔っ気るれ炎
やかんぶくかとウで気レダ　なけ普居で中だう　゜のぱだ病どは
口唾でに座りかマ　｀でンソ　りれ通らすにきこ皮様りと気もェ
のがすいるまェチちす病ン　良どはれ゜はたと膚にスいな　｀リ
粘出ね゜゜すりがょ　゜と病　くも井るこ結いで筋命テわの筋テ
膜な　゜つ患゜テ多っごいの　々こ常方れ節とす炎を口れで肉マ

がい御ぎ者そマいと存う方　っれにがは性思かも落イてすのト乾の飯にさうトと－じのが　ても重ど非勣いら治とドい゜ﾌﾞ'J I
いでを　｀んい１忠言のも居　き鏝いう常脈ま　｀療すホま昔がデ
ての食口絶うデい中次こら　た近病云に周す－がとﾉﾚしは弱ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

らま　原ホとことに皮もす膚ぃＭこたＩ　　ろレぃはぅもぃぃ困もしこ病ルぃれゎ三省ぁね筋ぃＣれ方－鑓研ン゜水９むとかる

かたぅがモぅはかつ筋る゜炎まＴはがＭ近究病非をがず思とと話゜ぃぁン事こにが炎しでのすＤ混だＣはしに常飲やかぃぃぃ

がとぅるががの筒混の　｀す三とと合んＤ皆てっにみてしまっぅぁこことょゎ三単じ様強かっ｀ぃ性だＴ尽かぃっ鹿時ぃすて事
わろとぃくかつにっ鹿皮ら○ェぅ結ん゛んわてらが々ん゜ふヽが

まででぅ効っの診て筋症工膠リの合増とのまもぃら目で原医ぁし　｀－こきて膠断ぃ肉のリ原テは織えぃ中す今病御にす因者っ
たさととまぃ原がるの様テ病マど病てぅに゜厚気飯入ねはさた
けき通をすま病づ病鹿マのトぅと来病は　生でをれ゜分んら
れほり訟゜すよくぃ気皮卜ま１ぃぃて気工　省す食る治っにシ
どど膠活ぞりよまも膚Ｉじデぅぅぃのム　のねべ゜療て調ェ
｀か原しぅまちぅ血ぁのデっス特こる診シ　研゜鹿そはぃべ１
やら病しぃたょに液る症スだ｀徴とと断１　究こけれ人まてダ
は来のまぅスっなを　｀状の病強がな思をデ　班のれか工せもレ
か資ふヽし新テとっしとも様気皮ぁんぃ忖１　がシぱら涙んらン
国の話だしロ俯てらぃぁな々症るでまけｌ　　ぃェな口銭゜ぅ病
家方を゜ぃィ症ぃべぅる症の　｀かすすらテ　ろ１らのと治とて
もかし　膠ドだるる風し状で皮と　゜゜れり　ぃダ々ﾌﾟｦぃ療ぃ々

地た若だボそに帰思い塩　　　　　　　　　　　　　　里子も社
床しいとラし疫りぃま川第　　　　　　　　　　　　永ぃのっ会
左ま女ぃｙてれがます先六　　　　　　　　　　　　ぃま為とも
仕しのぅテ又まけしと生回　　　　¬　　　　　　聞すに関膠
事だ方こア　｀しにだの０総　　　　zゝ　　　　　　御　゜皆心原
を　゜がとのあた－　゜こ公会　　　　総　　　　　　　静　週を病
え　おヽも方あ・諸　と話に　　　　会　　　　　　聴　ん持と
ら　世わたぃ　に　で　｀出　　。　－　　　　　　　ど　とっぃ
ぃ　話かもう　公　し新席　　東　に　　　　　　　ぅ　　一てぅ
疫　しむの患　茶　たしさ　　京　巷　　　　　　も　緒頁む
あ　てま知者　を　のぃせ　　゛　ク　　　　　　有　にぃず
と　下し力会　飲　で治て　　　　加　　　　　　離　努たか
思　きたがの　ん　　｀療頂　　中　し　　　　　　　ぅ　力ぃし
ぃ　っ゜大よ　だ　希まき　　　　￥　　　　　　ご　しとぃ
ま　て　変り　方　望もま　　代　て　　　　　　ざ　７ぃ病
し　ぃ　防疫　　と　　を研し　　　　1__　　　　　　　ぃ　　ゆぅ気
だ　て　必も　公　持究だ　　君　　　　　　　　　ま　きこに
゜　感　要の　友　とき　　　　　　　　　　　し　牝とつ

　　激　疫に　だ　ぅれ　　　子　　　　　　　　　た　ぃでぃ
　　ぃ　のは　ち　とて　　　　　　　　　　　　　゜　とすて
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くの遠闘病ぃ　参専適そ大賀は総せイ仲わ
思お方に気だ私加問当の変問皆会てス間せ総　　　¬
っとよ勇にだもしので中参がき　｀会をにる会　　　･･’
て－ｐ気負き出たあ々に考活ん講館ぃ会暑当　　　!

訟時参づけまし効るかはに胆が浹のたえき日　　　ノｘり位加けるしゃ果大っ病左に常にドだるｔは　　　回
ま配堀らこたぱはきた気り述目映ァけがし梅　。　。、
す慮れれと　゜る大なりがまべ頃ぃをる専た雨　秋　総
゜した斑々　位き病　｀間しらもてく　ｉ門　゜時　田　．乙ヽ

　て人京ぐ　　｀ぃ院あ違たれち行ぐＥの　に　市　=　ぃにを前　ぃとをるぃ゜７映痙りと先　も　－　に

　たは後向　ろ思拓人だ　　｀けわま期生　か　　　出
　だ特にき　いい介は口　そてれし待力　か　内　き別致に　ろまき地た　れこたたにか　わ　　　席

　と相し歩　とすれ方か　　らら医　゜胸ら　　ら　海　し
　て談まぃ　賀゜だの　｀　一れ療　を直　す
　も会し７　問　り人薬　った相　ふ接　初　恵　て
　ぅきべ吋　さ　万万回　一芸竿　ダァ　夏　美　-

　れ聡゜る　せ　会す量　っ開会　らド　を　子
　し会　仲　て　にがが　がゃで　まﾉく　思

が年再れ　　　　　　　様　来頑又訟ぁ認はたそ迎Ｓ｀　｀発に気　　　　　　の総て張　｀かる会　｀がのえＬ念
今そに恵候　　　¬　ま会大ら同げ先で全｀間まＥ願　　¬
回れ苦まも　　　は　すの変れじ様生はく今にすとマ　　総
ゃかしれ暑　　　　。　ま這勇て様で方仲夢回三゜診ぁ　　心、
っらみ少ぐ　　　　じ　す営気ぃ左　｀に々ｏ　｀度　断っ　　２゛
とま　｀しも　　　め　御にづる病気気む様この　きた　。に
総も生肝痙　神　　　　健御け数状持綴目なり入　れ総　岐差
会痙死ぱぐ　奈　　て　嵐気ら多でがにに出し院　７会　阜Ｓ

にくのむ寒　川　　の　を力れぐ苦す御か来ｔ生　かに　市　カロ
足し境曰く　県　　公　心きまのしっ相ゝ事岐活　ら始　゛
をてをでも　　　　総　よれし姿むき談るに阜を　今め　　し
這入１し左　青　　会　幻またに皆かに事犯か繰　年ｔ　真て

ぶ会またぃ　　　i荻　がしｏも様とののゎらり　で参こ五ﾚ６六　戸　＿娶　祈兄　這芳長こ函λ云云　単元鍋1－

とたっ　月　　思加　り友　すがし万来ま加す　ゃ致

が私た　二　靖　－一　致の　る一まぃ痙すし状　四し　美出で四　日　　　つに　し会　事生したい゜得態　年ま　知
来し＋　　｀　子　i＿　　まの　が県ただ権　たで　目し　子
また五　晴　　　　　　す皆　出兪゜き威　事し　をた

同－ん自ら　う次もり相本てた足べ十肉永月再わ　ぐそと去し
じ日順宅れごと回っ　｀談当先んでッ七体か四発か頑れのか年た

病も張でる出会にとく　｀に生でこト日的っ日で口張たうきま　゜
気早っ病方席場はもわ先よ方すのの退精たに急てり主えっで
でくて院とのを今ｐし生かにが体中院神の今救いま人こか山
悩白下で存み後よといをっ接｀がでで的で度車るしにのけ形
ん分店休し痙にり時指囲たす友会指きにすはで白た逢難でで

でのいをまさしも間導んでるの場訃まも　ｏ国人分゜え病こ療
い体゜休すんま元のをですこ会にりし参　立院で無賃をち養
るを　め　゜はし気ほ受－ｏとの行かたっ　相　｀し理しから中
私総　て　割たにしけ人医が皆けぞて　模暮だはたかにで
達会　い　と　゜左いま一療出きるえ　し　原にがい゜え出し
でに　ら　病　っ総し人相来んんた　１　病退｀け　たてた
す訃　っ　状　て会た悩談ま０だ六　い　院院十な　私来が
゜見　　し　が　必で　゜みそし顔ろ月　　ま　　｀し－い　をま　｀
　せ　ゃ　落　すし　をしたとり二　し　そた月と　妻しふ
　下　る　羞　出た　病で活か日　た　れもに誰　にたと
　さ　み　い　席ｏ　状　｀　にと　｀　が　かの高よ　迎゜し
　い　々　て　し　　を生　そ迷こ　五　らの熱り　え　た
　ｏ　さ　か　よ　　　語活　しっの　月　が正｀も　て　こ
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の二改　　　　　幽* * lit*　で　じたこ願主友が夕主指　ば医る総
本四正会　　　　＊　　氷　閉第まｏの張人の私夕人定夕ら字こ会

部○に員　国全＊事＊　会六すも総りと会はシに券方しのとで

扱名対皆　会国　＊　　水　ぃ回゜先会１力の幸１迎取のぃ進が伺

。にすき　請患＊務＊　た総　生がすをみ者　｀えら箱こ歩でか

地達るん　願者　水　　水　し会　方こ　゜合座で食に座板とをき必

滅し国の　署家＊局＊　まは　とん　せきす事来か行も信ます

難ま会御　名族＊　　＊　し出　役々　てんｏとてっの忘んす希

連し請協　募集，だ・た席　員に　病に　予もたバれじ゜望

加だ願力　金会　＊　　＊　゜者　のす　気祝　定らのスなて　と

盟゜署を　に実　＊よ・　　多　みば　と福　外ぃで温い又　ぃ

の内名得　っ行＊　　水　　数　なら　斗し　のま電んで｀　ぅ

友全はま　ぃ委＊り＊　　の　さし　いて　出し車で下自　明

の国全し　て員水　　＊　　左　まい　な頂　費たでぃさ分　る

会膠国だ　　会　＊●＊氷水　　り　の会　がぃ　に　゜小るぃの　ぃ

支原で健　　　の　　　　　　や　かで　　らだ　な　田の　゜回　光

部病一旗　　　　　　　　　ま　か終　前私　り　原で　復　を

分友○保　　　　　　　　　ぬ　げわ　かで　ま　にす　力　み

をの－険　　　　　　　　　拍　とま　きす　し　出　　の　つ

除会　｀庄　　　　　　　　　　手　存し　に　゜　た　て　　　す　け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　だに一円　成　加会　く

五ホ　　　膠　　手らと　　　　次郵会　きよ○　｀友立健し請五゛

三ｌ　　　原　　元か訟恥旨ロの便費　まっ円切のせ康ま願月は

年ム　　　病　　のら書　ｙ限様局一　してに手合ず保しが十二

三ﾄﾞ　　の　　振傾き　峰鴎にのケ　た友達一本継険だ行日　｀

月夕　　　は　　込収込勁必峠か振年　　゜のし一部続法゜わと一

考夕　　　々　　票書み　　　　書替｀　　会ま丘陪審改　れ五七

　７　　　　し　　のを下_ts3 [t^ 00き用二　　本し　｀扱議正　　｀月－

　　　　保順　控発き田｜下紙｀　　部だ○のと等　こ三名

今は　　険天　を行いΞ覗二百を四　　会が六募左は　れ十で

後品　　同堂　大い゜こE弛。い訃○　　計｀○金り今　に一し

取切　　人大　切だ尚　勝。　使○　　に実円はま国　友目た

扱れ　　社学　にし振　勁。　い円　　操行｀現し会　のの　゜

をと送本発塩　保１込　○。　に　　　入委合金たで　会二

中な料代行川　存せの　邸　　　痙で　　れ員計八〇も　本回

止り一九　優　しん場　　　　　るす　　　さ会一一　審　部に

致ま四八　－　ての合　　　　　時゜　　せの九　｀　議　役亘

しし○○　先　下では　　　　　は　　　　て中六五　未　員っ

また円円　生　垣　｀こ　　　　　　　　　　い合　｀五　了　　もて

す　　　　　著　いふヽち　　　　　　　　　たせ六〇　で　参国

　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　　●　　　　　　●　　永＊＊水泳　　　　　　　　　　じ部分そ闘み今号参総い総日七駆　　永　　＊
　　　　　　　？編？　め割寄の病ﾌな年Ｌ加会ま会の日京　　＊編・

　　　　　　　¢集？　ご愛せ他休様のとさがすは猛でに　　水　　＊

　　　　　　　ｇ委？　了す頂ご験健夏しれ済゜快暑し７　　＊　　永

　　　　　　　？員？　承るき意記康はてなん　靖とたつ　　水集・

　　　　　　　？　？　下痢ま見・にき報かで　にながゆ　　＊　　＊

　　　　　　　　　　さ合し等文充ぴ告っ皆　忠っ　｀入　　水　　・

　　　　　　　　　　いもたを芸分しいたで　まて雨ね　　＊徊

１申御見ｓ中はt･材　　まご原ふヽ作注いた皆ｔ　れしら－　　水　　＊

　　　芦　　　　　　すざ積待品意暑し様ッ　てましが　　＊　　＊

　　　　　　　　富　よいはち。しさまにト　本いい告　　＊訳

　　　　　　　　田　うま編し詩てにす今し　当ま雨げ　　＊　　＊

　　ｉｌ｀　　．・　かす集て・かな　゜回だ　にしもら　　水＊＊・＊
　　　　／‾‾｀　寺　願ののい短過り　はと　よたふれ

　　　　　　゛　山　いで都ま歌こそ　．こ　がらだ

　　　　　　　　・　致　｀合すこしう　総ろ　っ　ぬの

証　

森　しあ上゜・下で　会で　た　間は

　　　　　　　　田　まら　｀　随さす　特す　と　に六
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